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Head-to-Tail型に結合したカルバゾールオリゴマー及びデンドリ
マーは双極子モーメントが足し合わされて全体として分極したユ
ニークなπ電子系を有していることが明らかとなっている。本講
演ではこの電子構造に由来した光物性として熱活性化遅延蛍光
(TADF)特性と塗布型有機EL材料としての展開及び電子物性とし
て単分子ダイオードとしての展開について最近の研究を紹介する。
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